短歌による感性の高揚がダンスの即興表現に及ぼす影響 by 林 悦子 & Etsuko Hayashi





Effect on Improvisation of Dance for the Elevation 
of Sensuous quality by the J apanese幽poem
Etsuko Hayashi 
Department 0/ physical Education， Faculty 0/ Letters， 
Mukogawa Women包【!niversity，Nishinomiya 663 
Japanese-poem of thirty-one syllables is unique to other-forms in Japan. The poem-form has 
distinct characteristic which expresses intensively natural phenomenon， occurances in daily life， 
feelings or thought of their own， and other things in this very short poem舗form.
Very often this short poem-form gives more impression to readers than longer sentence one. 
1 have been teaching my students improvisation， that is a basic of dance， to express thier 
feeling easily and naturaly by imaginative training. 1 have been developed the teaching skils 
for improvisation of dance in order to extend students' creativities without any resistances to 
express their fee1ings. 
In this study the students were asked to create J apanese予oems，which is said to be the 
direct expression of emotion， everyday. 



















平成 4年 4 月 17 日(授業開始 1 日目)~同 7 月 3 日(授業最終日)の 88 S間
3.内容
1. 上記の期間毎日一首ずつ短歌を作り，次選の授業時に提出する.








そこで，各人の詠んだ 88首の中から 4・5・6月より 2首ずつ選び出し，検討してみたし、と思う.
[A] 
・太陽の 光まぶしく 尽が関かず もうすぐ笈だ 晩春の臼差し
・走りこみ 必死に走って 疲れたよ 汗で衣服が びしょびしょになる
・曇り空 もうすぐ雨の 気配がし 鞄の中に 傘入れていく
・目覚めから 部屋の汚さに 苛立って 掃徐機をかけ 気分すっきり
・グランドの 主主を見ながら 思いだす 一年の頃の 早級車引き






・ホーホケキョ 耳にしたけど 自主旨開けず 夢の続きを 見ていたい朝
・ボー ノレ投げ 五ヵ月間の ブランクが 八年間を 初心に戻す
・晴れた日の まぶしく光る 太陽は 真夏の気候を 怒い出させる
・懐かしく いとおしく思う あの頃は 土にまみれて 夢を信じてた
・どんよりと 暴れる空は 世の中てど 見つめて我慢を しているかのよう




・初めての 人にはすごく 気を遣う 卒く気楽に 話してみたい
・久々に 家族で囲む 夕げどき 大勢で食べる 御飯のおいしさ
・太陽が 雲に隠れて 暗くなる 雨が降り出し 気分はゅううつ
・スタジオで エアロなしながら 汗流し 心も体も ストレス解消
・家に帰り ドプを開けても 明りなし 家族は良いと つくづく思う







・見上げれば 銀色の雲 流れゆく 光の中に 包まれるかのよう
・森の中 小径を行けば 鳥の声 ささやきかける 私の心に
・美しい 花の命は 短くて 目立たなくても 堂々と咲け
・父親も 今日はめでたく ま王十才 だんだん父が 小さく見える
・防波堤 打ち寄せる波の 砕け散る 風に吹かれて 独り立ちすくむ




・自が覚めて ふと外見れば 澄んだ空 気分も弾み 午後は出掛けよう
・いつ見ても きれいな夜景 夜は更けて ネオンが消えて 衝は静まる
・髪を切り 六ヵ月過ぎ 定着す 長い髪にも また憧れる
・朝起きて 窓を開けると 初夏の風 気持が和む 心地の良さよ
・日暮れ時 久方振りに 髪を切る 更に短く 愛らしい髪







・援かい 陽だまりの中 展寝した 闘を覚ましたら 夕方だった
・カーテンを 突き抜けて射す 夕陽あり それも束の間 隠は暮れていく
・洗剤の 匂い爽やか 身も心も 洗われるごと 洗議終えて
・思い出の 一つのようで 捨て切れぬ 黄色を幣びた このサインI様
・通るたび 「本日限り」の ノミー ゲンを いつまでするの いつか聞きたい





・ポカポカと 陽気の良さに うっかりと 眠気誘わる 授業の最中
・豪雨後の 雲の流れの 変わるさま 太陽顔出す おかしな天気
・折角の 休日終わり 明日からは 気を入れ箆して 練習開始
・腹立つ日 その日一日 気は重く こぼす愚痴に 嫌気さす自分





-辛い夜 独りベッドで 泣いている どうして涙
・春蘭けて 外はポカポカ 践が照って 体ウズウズ
・独り暮らし 慣れてきたとは いうものの ふと訪れる







-衣替え 少し日焼けの 机見せて 期待ふくらむ 夏はすぐそこ





・アノレバイト 楽しみながら 一ヵ月 やっとやってきた 今日給料日
・憧れの 人に彼女が 居ることを 知った私は どうすればいい
• EB舎道 歩けばやはり 洛ち潜くが 街の人ごみ また懐かしい
・買物に 出掛けて野菜を 手にすれば キューりの安さに 夏を感じる
・いつの日か 見た燕の巣 今はもう 雛の鳴き声 間こえなくなる





・恋しくて 毎回途いに 行くけれど あなたはいつも 冷めているのね
・毎日が いつもと同じ ことばかり 何かが欲しい 生活の中
・はや五月 一瞬の間に 過ぎ去った このひと月は 何もしないで
・友達が 悩みの中で 泣きくずれ 慰め合いたり 私達二人
• EB舎では 今の時期なら 回溜より 鮭の歌が 聞こえてくるよ





-花咲いて 人は花愛で そして散る 花の命は 人のそれに似て
• F認が降り 雑念流す 如く降る いつ止むことかと 待ち続けている
-友達は 心の支え 励み合い 喜びと実とを 共に享受す
-青春は 議物に拠って 勉強する そしてひたすら 年を重ねる
-はや十時 聖歌溢れる 愛こめて 隣の教会の 臼耀礼拝





・閉ざされた ドアの向うは 死の閣か ひとり静かに あの人思う(尾崎豊の死)
・回が潤む 母の顔色 よくならずずっとそばに ついていてあげたし、(母の入混)
• Bチーム 隣でAが やっている いつかまたAに 戻る日が来る
・帰り道 早く寝たいと 思いつつ 野良猫と遊ぶ 夜は更けていく
・熱い手で カいっぱい 引き寄せた 夢は空虚に 空回りする







-さくら散り 四季の移ろい 早くして 鰹の毅子が 大空泳ぐ
-野良猫が わが足許に 擦り寄りて ニャンと一戸 何が言いたい
-一筋の 糸を引きつつ 飛行機の 雲の際関を 見え隠れしつ飛ぶ
-初夏の夜 墜にもたれて 思い出す 田舎の夜の 娃鳴く声
-快椿に 洗穣物が 乾けるも わがJ心中は 潤いのなく









気持だけただ 焦ってる 見習いたいのは 遅咲桜
率のタイヤが 水たまり はじいて匂う 春雨の番
信じて通い 治療受け 必ず私の 膝は回復
時に花摘み 友途に 渡すと友が 笑顔をくれた
-怠詰まるコンタワートの 隊、潤から 健気に生きる 一つのすみれ


















(5)自我喜善出反応(動調反応 (6)飛躍反応 (queer反応 (7)連想反応1(popu!ar反応)
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L I 発想のユニークさからどのような動きをするかと期待されたが，第 l聞も第2回も殆ど動きがなく伝
わらぬもどかしさが感じられた.
MI 最初から，重量かな感性に築付けされた完成度の高い短歌を作っていたが，動きについても初めの符に
比べ， ブ口プーパターン・レベノレ共に進歩が見られた.
N I 傷害による生活の苦しれから，感性毅かな短歌が時々苦しれたりするが，取り組み姿勢は真剣で怪我の部
復と共に立ち穫ると思われ，期待できる人である.
結論
以上をまとめると，次のようになる.
1.短歌については，最初の頃はただ字数を合わせる為だけの，言葉の羅列に過ぎなかったものが，短歌のリズ
ムに擦れてくるに従って，内務的に広がり~見せ始め，終わりの頃には大多数の者が感情を鐙わにしないに
も拘らず，何かを訴えかけられるようになってきていた.
2. 言語連想、検査については，後半殆ど全員がユニ…クな速走塁反応、が増加し，それに反比例するかのようにレベ
ノレの低い感情反応や潔腐っぽい反対語反応-定義反応、が減少してきていた.
3 ダンスの即興表現と前二者との関連性を見てみると，微妙な心の隠れを詠んでいる者又は詠もうとしている
立警は，概して動きにも進歩が見られ，これは言語連想検三菱のユニーク反応と軌をーにしていた. しかし中
には発想はユニークであるにも拘らず，動きに転換できない者も見受けられた.
そこでダ、ノスの郎輿表現指導に当たっては，今までのさ経験結果もそうであったように，いかに霊長かなイメージ
を湧かそうとも，それを動きに転換できなければ，観客にコミュニケートしにくいものであるから，色々な動き
を数多く繰返し緩殺させ，いつでも引き出せるように指導していきたいと改めて，怒った.
今回の実験に当たって，当初の約束であるとは言え，短歌作成・言語連想検査・郊輿表現と積極的に協力してく
れたゼミ学生 14名に紙上を借りてお礼を言いたい.短歌が毎B作れず，溜まって闘ったこともあったと朔く.
しかし，あとから今までの分を読み返した時，その時の自分が如実に現れてきて，成る程と思ったりする，良い
思、L、出になる，又自分の周りをよく見つめるようになったとも開くと，やはりやってよかったかなと思う.どう
か一時期だけでなく，折りに触れて感動を歌にしてほしい.そして将来母となる人達なのだから，心豊かな女性
になって欲しいと切に願うものである.
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